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1．　栄養素等摂取量

結果の概要

（1）国民の1人1日当たりの栄養素等摂取量についてみると昭和50年は昭和49年の摂取量とあまり変わ

っていない。穀類カロリー比は，49年は50，5％，50年は49．8％であった。動物性たん白質比は49年は

48．2％，50年は48．6％であった（表1）。

　　　　　　　　　　表1　栄養素等摂取量の年次推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1人1日当たり）

熱量

たん白質

脂質

うち動物性

うち動物性

炭水化物

カルシウム

鉄
ビタミンA　B1　B2　C

穀類カロリー比
動物性たん白質比

注）穀類力ロリー比＝穀類力ロリー／総力ロリー×100

　動物性たん白質比＝動物性たん白質／総たん白質×100

（2）栄養素等摂取量を平均栄養所要量に対する比

率でみると，熱量，たん白質，鉄，ビタミン

B1，Cは100％を越え，カルシウム，ビタミン

A，B2は90％程度である（図1）。

2．　食品群別摂取量

　1人1日当たりの食品群別摂取量を年次推移で

みると表2のとおりであり，緑黄色野菜は低下の

傾向にあり，牛乳は増加の傾向にある。ただし，

昭和49年と比較すると食品群別摂取量はあまり変

化がみられない（表2）。

図1　平均栄養所要量と昭和50年栄養素等摂取量の比較

　　　　　（平均栄養所要量＝100）
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